
平成 20 年度 環境科学院 修士論文内容の要旨 

 

モンゴル遊牧民の草原劣化に対する環境意識と土地利用 

 

北海道大学大学院 環境科学院 

環境起学専攻 統合コース 

小野寺 有 

 

【はじめに】乾燥地域において遊牧は，限られた資源(草，水)を持続的に利用しながら，家畜がもたらす

利得を最大限に高める生業である．遊牧民は，高い移動性を維持し，家畜を複合的に放牧することによ

り，飼料となる草原植生の回復性や多様性を維持してきた．ここでは，降水や気温などの気象条件に応

じて激しく変動する草原植生を適切に利用することが求められるが，その方法を誤れば遊牧の持続性は

崩壊する．モンゴルでは 1990 年代初頭の民主化以後，家畜管理(頭数，構成など)や土地利用(放牧地選定，

移動頻度)が個人の裁量に委ねられるようになった．必然的に遊牧民が個人単位で利益を追求するように

なり，草原は過剰な利用に晒されている．これに近年の乾燥化による草原生産力の低下も加担し，草原

劣化さらには砂漠化に至ることが懸念されている．有効な対策を打ち立てるには，遊牧民の環境意識を

知る必要がある．本研究で着目したのは以下の 2 点である．①遊牧の持続性が崩れつつある現状を，遊

牧民はどのように受けとめているのか．②彼らは将来の遊牧をどのように指向しているのか． 
【調査地域と内容】モンゴルは北部から南部へと，森林-草原-砂漠に遷移する明瞭なエコトーン帯に位置

する．これらの植生帯で生活する遊牧民から，家畜構成，土地利用，自然環境の変化，ヤギと草原劣化

との因果関係などを，事前に作成した質問項目に沿って聞き取った．聞き取りの最後に，近年の草原劣

化と，気温や植生変移の将来予測を簡単に紹介し，それらに対する自由な意見を求めた．2007 年と 2008
年の夏季 3 カ月間に調査を実施し，合計 161 人の遊牧民から回答を得た． 
【結果と考察】①近年の草原劣化(砂漠化)を回答者の約 9 割が実感しており，その原因についての認識は

森林-草原-砂漠ごとに特徴がみられた．砂漠地域では降水量の減少や井戸の枯渇など水に係わる意見が，

草原地域では過放牧などの不適切な土地利用に係わる意見が多く聞かれた．一方で，森林地域では草原

の植生が比較的豊かであるため，草原劣化を実感している遊牧民は他の地域よりも少なかった．いずれ

の地域でも，降水量の経年減少を指摘する遊牧民が多かったが，この結果は，現地の気象観測データと

符合していた．普段，気象観測データに接することのない遊牧民が，身近な生活環境の変化として気候

変動を実感していることは注目に値する． 
②今後の砂漠化対策として，多くの遊牧民は植林活動や新たな井戸の設置を望んでいる．こうした彼ら

の指向は，モンゴルの草原劣化に関する科学的な知見や，実践されている対策と類似している．また，

家畜(特にヤギ)頭数抑制の必要性を指摘する意見も多かった．しかし近年，市場へのアクセスの良い首都

ウランバートル近郊や，中国との国境付近で，高価なカシミアのとれるヤギが増加している．これらの

地域では，ヤギが草原の持続性を低下させること(草の根まで食べる，機敏な行動力など)が多くの先行研

究で指摘されているにも関わらず，ヤギ頭数を増やす遊牧民が多い．草原へ与える負荷が多大であると

知りつつも，自己利益を優先するという彼らの葛藤がうかがえる． 


